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バ
イ
ト
終
え
帰
り
来
し
子
は
た
だ
い
ま
と
一
言
告
げ

て
パ
ソ
コ
ン
に
向
う

黒
沢
　
修
子

お
ふ
く
ろ
の
味
思
い
出
し
老
い
二
人
へ
そ
大
根
作
る

寒
の
最
中
に

山
田
　
　
濱

退
職
の
祝
い
に
能
登
の
冬
の
旅
荒
れ
た
る
海
に
波
の

花
舞
う

水
戸
　
光
穂

雪
が
と
け
も
う
春
だ
よ
と
つ
ぶ
や
い
て
窓
の
け
し
き

に
七
色
の
虹

高
橋
　
千
秋

雪
止
み
て
月
が
い
で
し
と
夫
の
声
元
旦
の
夜
は
静
か

に
更
け
て

石
田
み
ど
り

降
り
し
き
る
小
原
の
雪
を
窓
に
見
て
呆
け
な
い
音
頭

踊
る
老
い
ど
ち

石
沢
　
敏
子

顛
倒
に
新
長
靴
を
求
め
し
が
そ
れ
で
も
恐
怖
は
老
い

の
身
去
ら
ず

斎
藤
タ
カ
子

今
回
は
留
守
番
吾
に
ま
わ
り
た
り
喜
々
と
い
で
行
く

子
等
に
手
を
振
る

高
野
　
　
伝

鉢
に
咲
く
匂
い
桜
に
大
寒
の
さ
中
二
階
は
春
と
な
り

た
り

岡
崎
　
澄
子

暖
冬
と
言
わ
れ
て
久
し
こ
の
冬
は
異
常
気
候
で
雪
降

り
つ
づ
く

大
庭
　
良
子

評

一
首
目
。
バ
イ
ト
か
ら
帰
っ
た
途
端
、
パ
ソ
コ

ン
に
親
し
む
今
の
子
供
の
生
活
が
端
的
に
表
現
さ
れ

た
。
二
首
目
。「
へ
そ
大
根
」
は
地
方
色
豊
か
な
伝

統
食
品
で
、
確
か
に
お
ふ
く
ろ
の
味
で
あ
る
。
三
首

目
。
退
職
記
念
の
旅
だ
か
ら
、
能
登
の
海
な
ら
で
は

の
波
の
花
は
こ
と
さ
ら
に
印
象
深
か
っ
た
。

序
の
舞
の
昂
り
咳
の
一
つ
な
し

日
下
　
　
文

昨
日
よ
り
今
日
ま
た
日
脚
の
び
に
け
り

山
家
　
弘
子

凍
解
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
日
も
近
し

高
橋
　
正
男

横
笛
の
音
色
に
ほ
ぐ
る
余
寒
か
な

佐
藤
　
周
子

受
験
子
に
気
儘

き
ま
ま

ゆ
る
し
も
母
な
れ
ば

三
浦
　
愛
嶺

川
岸
に
並
ぶ
湯
宿
や
猫
柳

岩
沢
　
伍
峯

阿
武
隈
の
山
河
十
里
の
霞
か
な

制
野
　
リ
エ

古
里
は
水
湧
く
岩
に
注
連
飾
る

大
庭
　
良
子

亡
姑
は

は

の
着
し
黒
き
コ
ー
ト
の
温
き
か
な

高
子
た
ち
ば
な

雪
降
り
て
人
影
寂
し
遊
園
地

水
戸
　
光
穂

評

一
句
目
。
序
の
舞
と
は
、
芝
居
や
狂
言
の
初
め

の
舞
の
こ
と
。
満
席
の
観
客
に
咳せ

き

一
つ
な
く
、
そ
ん

な
静
け
さ
が
高
ぶ
る
心
を
つ
の
ら
す
の
で
あ
る
。
二

句
目
。
日
脚
伸
ぶ
は
春
の
季
語
。
少
し
ず
つ
日
が
伸

び
て
い
く
様
子
を
「
昨
日
よ
り
今
日
ま
た
」
と
表
現

し
、
平
凡
で
誰
に
も
わ
か
る
句
と
な
っ
た
。
三
句
目
。

し
み
て
た
大
地
も
解
け
始
め
、
久
し
く
休
ん
で
い
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ゲ
ー
ム
も
近
い
。
春
待
つ
心
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

も
と
も
と
は
他
人
で
夫
婦
け
ん
か
す
る

佐
藤
　
武
雄

お
ば
さ
ん
が
お
ば
さ
ん
向
け
の
服
を
さ
け小

野
嘉
津
子

先
生
は
秘
書
が
秘
書
が
で
す
り
抜
け
る

水
戸
　
光
穂

平
成
児
鬼
の
面
な
ど
恐
が
ら
ず

川
村
　
靜
恵

赤
い
糸
切
っ
て
捨
て
た
い
時
も
あ
る
　
大
庭
　
良
子

マ
ネ
キ
ン
の
ウ
イ
ン
ク
に
酔
う
春
一
番

米
沢
　
礼
子

新
世
紀
鈍
行
で
行
く
旅
も
よ
し

平
間
　
大
恵

ド
カ
雪
に
除
雪
予
算
が
底
を
つ
き

四
竃
　
英
夫

茶
断
ち
し
て
合
格
祈
る
里
の
祖
母

大
沼
　
妙
子

決
定
に
時
間
の
か
か
る
民
主
主
義

佐
藤
　
尚
志

評

一
句
目
。
け
ん
か
は
夫
婦
の
調
味
料
。
仲
良
い

日
々
で
偕
老
同
穴

か
い
ろ
う
ど
う
け
つ

を
。
二
句
目
。
年
齢
よ
り
少
し
若

返
り
た
い
の
が
女
心
、
心
に
シ
ワ
を
寄
せ
な
い
こ
と

が
大
事
。
三
句
目
。「
す
り
抜
け
る
穴
は
身
近
に
置

い
て
お
く
」
か
く
て
金
バ
ッ
ジ
は
安
泰
。

投
句
が
漸
増
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
。
川
柳
に
季
語

は
不
要
。
同
じ
五
・
七
・
五
の
俳
句
と
混
同
さ
れ
ぬ

よ
う
に
作
句
し
て
く
だ
さ
い
。
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山
林
里
程
調

表
紙
と
も
十
五
丁
、
７
・
５
×
20
・

５
㎝
の
横
綴
の
小
冊
で
あ
る
。

刈
田
地
方
道
法
み
ち
の
り

・
蔵
王
嶽
道
法
・
領

分
里
数
・
白
石
御
領
分
御
境
目
・
蔵
王

嶽
の
内
御
釜
の
辺
あ
た
り

焼
候
に
付
御
達
・
御

野
馬
御
巻
場
・
三
住
御お

留
山
と
め
や
ま

・
遠
刈
田

御
留
山
・
御
留
山
鉄
砲
御
境
な
ど
、
領

内
各
地
へ
の
道
法
（
距
離
）
や
山
林
の

管
理
・
蔵
王
山
の
噴
火
な
ど
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
時
の
蔵
王
山
の
噴
火
は
、
寛
政

六
年
（
一
七
九
四
）
八
月
二
十
九
日
の

夜
、
地
鳴
り
が
し
て
、
熊
野
嶽
御
釜
の

東
南
方
が
焼
出
し
、
吹
き
出
し
穴
が
九

つ
見
え
煙
も
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
所

は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
も
噴
火

し
て
い
る
と
、
絵
図
を
添
え
て
片
倉
家

が
仙
台
藩
に
報
告
し
て
い
る
。

三
住
御
留
山
の
大
森
・
高
尾
倉
・

磯
・
荒
倉
・
野
々
森
・
白
萩
・
横
沢
・

切
臼
・
ア
シ
ハ
ギ
の
九
カ
所
は
、
鉄
砲

打
ち
・
薪
の
伐
採
は
禁
ず
る
、
と
享
保

十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
通
達
が
出
て

い
る
。

遠
刈
田
御
留
山
は
、
荒
倉
御
林
・
山

神
峯
林
・
間
ノ
神
御
林
・
屏
風
嶽
林
・

烏
帽
子
嶽
林
・
杉
峯
御
林
な
ど
、
蔵
王

山
を
含
む
十
七
カ
所
が
御
留
山
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
山
守
が
任
命
さ
れ
伐
採

を
禁
じ
、
樹
木
を
守
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。高

尾
倉
・
白
萩
周
辺
は
仙
台
藩
や
片

倉
家
の
猟
場
で
、
鉄
砲
な
ど
の
禁
止
は

当
然
で
あ
る
が
、
蔵
王
山
ろ
く
一
帯
の

森
林
も
御
留
山
と
し
て
固
く
守
ら
れ
て

き
た
こ
と
に
、
現
在
の
蔵
王
の
自
然
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
白
石
市
図
書
館
蔵
）

白
石
の
古
文
書
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ストレ
ス発散でいい気分

私たちのジャンピングジャック
（通称Ｊ・Ｊ）は、八巻奈美子先生を
講師に、30代から50代のお母さん
方が集まってできたエアロビクスサ
ークルです。
エアロビクスというと、かなりハ

ードなスポーツだと思う方も多いで
しょうが、各自の運動能力や体調に
合わせて身体を動かしますので、ど
なたでも気軽に参加できます。
リズミカルな曲や、今はやりの曲

に合わせて身体を動かしてみません
か！日ごろのストレスも汗と一緒に
パァーッと吹き飛ばしましょう！！
気持ちいいですよ。
毎週水曜日の午前10:30から

12:00まで、中央公民館大ホールで
活動しています。ぜひ一度見学に、
また、一日体験をしに来てください。
待っています。
（連絡先　三浦ともみ@25-3511）

もうすぐお城の桜が咲きますね。皆さんも楽し
みにしていることでしょう。今月末に、ハースト
ビル市から市民団が来白します。前回は６月の訪
問だったのですが、今年は白石のきれいな桜を訪
問団の皆さんに見せることができますね。
今月は、市内の中学校で外国語指導助手（ALT）

として英語を教えているジェフ・キヨオカ先生を
紹介します。カナダのバンクーバー市から来たジ
ェフさんは去年大学を卒業して、７月に来白しま
した。ジェフさんはスポーツファンで、特にスキ
ーとアイスホッケーと野球が好きです。今は初め
ての日本を楽しんでいて、日本語も一生懸命勉強
しているそうです！
本人からの一言………「去年の７月に白石に来ま
した。あの時はとても暑かったです。白石はとて
も良いまちだと思います。お店やレストランがた
くさんあって、面白い所もいっぱいあります。今
年の冬は、白石スキー場でスキーを楽しみました。

また市民の皆さんもとても親しくて、優しいです。
これからも、たくさん人に会って、白石の中学生
に英語を教えるのを楽しみにしています。」
ジェフさんはとても明るい人で、小学校と中学

校で非常に人気者だそうです！市内でジェフさん
に会ったら、Helloを言ってね。

▲第一幼稚園の焼き芋会に参加して…
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さ
ん
り
ん
り
て
い
し
ら
べ

ジ
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